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日本 における家族社会学の確立 と展開

石 原 邦 雄

1.は じめ に

1991年7月21-23日 に開催 され た第24回 家 族 社会 学 セ ミナ ー に合 わ せて,日

本 家 族社 会 学 会 が設 立 され た。 日本 にお け る社 会学 的 な家 族 研 究 に と って,こ

れ は当然 なが ら大 きな画 期 とな る出来 事 で ある。 この一 っの節 目の時期 に当た っ

て,今 日 まで の研 究 の大 きな流 れ を把握 しな お して お くこ とは,今 後 の 展 開 の

た め に も必 要 な こと と考 え る。 本 稿 の 目的 は,ア カ デ ミック ・コ ミュニ テ ィの

形 成 とい う点 に留 意 しなが ら研究 史 を跡付 け る こ とで あ る。

さて,日 本 にお け る家 族 研究 の動 向 をお おづ か み に知 るの に手 頃 なの は,日

本 社 会 学 会 の企 画 と して20巻 に ま とめ られ た 「リー デ ィ ングス ・日本 の社会学」

の うち の,第3巻 『伝統 家 族 』(光 吉 ・松 本 ・正 岡,1986)お よ び第4巻 『現

代 家族 』(望 月 ・目黒 ・石 原,1987)で あ ろ う。 この ほか,こ れ ま で に研 究 動

向 の レ ビューが 少 な か らず な され て い る(注1)。これ らを参 照 しっ っ 本 稿 で の検

討 の たあ の基 礎 資料 と して,わ が国 で社 会 学 的 な家族 研 究 が本 格 的 に始 ま った

と見 られ る1925年 以後 の 図書 文献 リス トを作 成 し,付 録 資料 と して 掲 げ た。 図

書 だ けに とど ま らず論 文 の レベ ル に まで降 りな い と,的 確 な動 向 は掴 み に くい

こと は事 実 で あ るが,こ れ は膨 大 な もの に な るの で,今 回 は それ を断 念 した。

歴史 的 な研 究動 向 を捉 え る際 の時 期 区分 は,そ れ 自体 大 き な 問 題 で あ るが,

本 稿 で は,科 学 的 な社 会 学 的家 族 研 究 の成 立 と展 開 を跡 付 け る観 点 か ら,1945

年 まで の戦 前 期,1950年 代 末 まで の戦 後期,以 後,60年 代,70年 代,80年 代 と

い う,合 わ せ て5つ の時期 に分 けて捉 え る ことにす る(注2)。
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2,科 学的 ・実証 的研究の形成期(戦 前期)

思弁的な研究 の多 か った初期 の社会学 の研究 の中で も,家 族 の研究 は,戦 前

の段階か ら実証研究 と して取 り組 まれ,独 自の成果 を上 げた数少 ない先行 的領

域 とされてい る。

家族社会学 の形成 とい う観点 か らは,ま ず もって戸 田貞三 の名 をあげなけれ

ばなるまい。彼の家族研究 は,集 団論 と しての家族論 を,欧 米 の諸研究か ら吸

収消化 した ものであ った。当時すでに戸籍上の存在 として,か な り形骸化 して

いた制度上 の家父長制 的な大家族(「 家」)に 対 して,現 実 の生活単位 としての

家族の分析が課題 となるべ き ことを彼 は明瞭 に意識 して いた。 これを実証研究

として具体化 させたのが,1920年 の第1回 国勢調査結果か ら1000分 の1抽 出サ

ンプルを使用 して行 った,詳 細 な家族(親 族世帯)の 構成分析 である。 この成

果 をまとめた 『家族構成』(戸 田,1937)は,疑 いな く初期の 日本 の家族社会学

の代表作 と言 える。

他方,農 村研究 を通 して家族(家)の 研究 に接近 した有賀喜左衛 門,鈴 木栄

太郎 らは,実 証的研究 の別の流 れを形成 した。

庶民生活史 を目指 す柳田民俗学 の影響下 か ら出発 した有賀喜左衛門 は,マ ル

クス主義経済学 によ る地主制論 を批 判す る問題意識 の もとに,家 の複合(あ る

いは連合)と して捉 え られ る,同 居 また は分居 の大家族 に村 落生活 の原 型 を み

る立場か ら詳細 なモ ノグラフを積 み重 ねて,後 に同族関係 の分析 を軸 に した家

と村落 の研究 へ と発展 させてい く(有 賀,1943)。 喜多野精 一,及 川宏 ら も当

時 この方面 で活躍 して いたが,同 族 団研究 の成果 を示す彼 らの論文 は,後 年 に

な って書物 にま とめ られた(喜 多野,1975,及 川,1967)。 また,鈴 木栄 太郎

(1940)は,欧 米 の農村社会学 の成果 に学 びっっ,日 本 の農 村理 解 にお け る家

族 の重要性 に着 目 し,家 族 の類型論 と して,欧 米 に一般 的な夫婦家族のほかに,

直系家族,さ らに同族家族 とい った3類 型 を立 てて捉 え ることを示 した。鈴木

はさ らに,直 系家族 と して捉 え られ る農村家族 にっ いて,家 族員 の増減 と年齢

構成 の変化の組 み合わせか ら,そ こに周期的律動性 のあ ることを発見 し,労 働

力 と消費のバ ラ ンスか ら 「総領の15は 貧乏 の峠,末 子 の15は 栄華 の峠」 とい う

狸諺 の妥当性 を論証 して,日 本の家族 に家族周期論的研究 を適用す る可能性を
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示 す 先駆 的 な業績 を残 した。 他 方 彼 は地 域 社 会 を集 団 の累 積 体 と捉 え る立 場 か

ら,村 落(自 然村)と 家(家 族)は,と もに独 特 な文 化 的伝 統(村 の精 神,家

の精 神)に よ って統 合 されて い る累積 体 で あ る との見 方 を打 ち出 した。 家 を精

神 とみ る この観 点 は,そ の ま まの形 で は影 響 力 を持 った とは いえ な いが,家 と

い う存 在 が 日本 に伝 統 的 な文 化 的特 性 の発 現 で あ り,家 族 とい う通 文 化 的 な社

会事 象 と区別 して捉 え られ る とい う見 方 を強 く打 ち出 した ことは,あ る意 味で,

大 戦後 の家族 研 究 の進展 と確 立 に大 きな影 響 を与 え て い る とい って よ い(注3)。

有 賀 ・鈴木 らの村 落社 会 研 究 は,方 法 論 の面 か らい うと,モ ノグ ラフ的 な ケー

ス を通 して対 象 とす る社 会 事 象 の本 質 に迫 ろ うとす るもので あ る。研究 ア プロー

チの 区分 か ら言 え ば,戸 田 の集 団論 的 アプ ローチ に対 して,こ ち らは制度 的 ア

プ ロー チ と言 え よ う(注の。

さ らに この時 期 に は,中 国,台 湾,朝 鮮 等 で の家 族研 究 が な され た こと も記

憶 され るべ き動 向 の一 っ で あ ろ う(牧 野,1944,清 水,1942,福 武,1946)(注5)。

3.家 族近代化論 と伝統 的家族研究 の並立 ・競合(戦 後50年 代末 まで)

15年 戦争 の大敗北,占 領 とい う日本社会の混乱 は,同 時 に革命的 とも言 え る

制度 的変革を もた ら した。家族 について も,戦 前 の 「家」制度(家 族 制度)の

廃止,西 欧型 の夫婦1代 限 りの夫婦家族制へ の大転換が はか られた。 「民主化」

は政治経済全体 の変革課題 のひ とっであ り,し か も天皇制 と軍 国主義 の重要 な

地盤 とな って きた ものが家(家 族)制 度 だ とい う認識が広 まったか ら,家 族 の

民主化 は大 きな実践的課題 と して,日 本社会全体 の変化 ・変革 に直結す る戦 略

的位 置を占めた。 法 社会 学者 川 島武宜 の 『日本 社会 の家 族 的構成 』(1950),

『イデオ ロギー と しての家族制度』(1957)は こうした問題意識を伝 え る代表的

文献で ある。 新 しい家族関係のあ り方 を啓蒙す る役割 を も担 お うと した当時 の

研究者 たちの構え は,『現代家族講座』全7巻(1955-56年)な どに も明瞭 に

表 れて いる。

第2次 大戦後 の家族社会学の展開 を中心 的に リー ドした研究者 として小 山隆

をあげる ことは異論 のない ところであろ う。彼 は戦前 か ら,戸 田 の影響 の もと

に大家族制 の実証的な研究 に取 り組んで いたが(小 山,1988),戦 中 ・戦後 の
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行政官 の経験 を経 て,戦 後 の段階で は,上 記 の家族近代化論の立場 に立 ち,米

国を中心 とす る家族社会学研究 を 日本 に導入 し,普 及 させ る ことに貢献 した。

と りわけ,55年 に創設 され,そ の後4半 世紀 にわ たって彼が主導 した家族 問題

研究会 は,家 庭裁判所 の関係者 などの実務家 ・実践家 と社会学 を始め とす る社

会科学 の研究者が家族問題 を巡 って討論 す る場 と して,ま た共 同研究 の母体 と

して,家 族研究発展 の大 きな地盤 を形成 した。彼 を代表者 とす る共同研究 の成

果 『現代家族の研究一構造 と調整一』(小 山,1960)は,戦 後 の制度 的変革 が

家族生活 の実態を どれだけ変化 させ たか を検証 しよ うという明確な問題意識 を

もち,ま た,東 京 の都心 に近 い新住宅団地,東 京近郊地域,神 奈川県下 の山村

とい うエコロジカルな位置の差 が家族 の構造 と意識 の違 いに対応する とい う仮

説 に基 づ く調査 デザイ ンを もってな された もので,戦 後 日本 の家族 の現実 を捉

える画期 的な成果 となった。 これ は1960年 代以降 の家族社会学研究 の基調 をっ

くった といえ る。

一方,「 家」 と同族 の研究 も,農 村研究 と大幅 に重 なる形 で積 極 的 に展 開 さ

れ,単 線 的な民主化 ・近代化論 とは一歩距離を置いた形で深 め られた。 戦前か

らの蓄積 と研究の持続性 の結果,刊 行 された数でいえば こち らも相当 に多 い。

喜多野 ・岡田編 『家一 その構造分析一』(1959)は この流 れ を代 表 す る もので

ある。

4.家 族社会学 の確立期(1960年 代)

この時期 は,敗 戦後 の混乱 か ら抜 け出 し,高 度経済成長政策の もと,産 業構

造 の急速 な変化が生 じ,農 村 か ら都市へ の大量 の労働力移動が生 じるなかで生

活 も一定 の向上を示 し,電 化製品 の普及 など家族生 活の実態 も大 き く変化 を遂

げる。戦後 の10年 余 りは,制 度 ・理念 の変革が十分 に実態と対応す るまでに至 っ

て いなか ったが,こ の時期 にな ると都市 家族 の急増 を契機 に,世 帯規模 の縮小

と核家族化が誰 の 目に もみえ る形で実現 した こと,結 婚形態 の主流が 「見合い」

か ら 「恋愛」 に移 った ことな どを背景 と して,近 代家族 を捉え るアメ リカ流 の

家族社会学 が現実味 を帯 びて認 め られ るようになる。

こう した背景 の もとで,60年 代の家族研究 は,核 家族論の優勢 と,分 析 の焦
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点 の家 族 の内部 構 造 へ の集 中 とい う2点 に特 徴 づ け られ る。 マ ー ドック(G.

P.Murdock)の 核 家族 論 は,す で に50年 代 か ら 日本 に も紹 介 され て い た が,

核 家 族 とい う用 語 が訳語 と して,ま た各 種 の家 族 分 析 の基 本 用 語 と して定 着 し

て い くの は60年 代 の こ とで あ る。 核 家 族 説 は,文 化 を越 え て,ま た歴 史 を越 え

て,ど こまで適 用 の射程 を持 て るか にっ いて は大 い に議 論 の余地 が あ る もので

あ る。 日本 に お い て は,山 室 周平 が これ に異 議 を唱 え て,森 岡清 美,老 川 寛 ら

との間 で論 争 が か わ され た(注6)。論 争 と して の 明 確 な決 着 はっ か な か っ た が,

そ の後実 質 上,森 岡 らの 「方 法論 的核 家族 論 」 に よ る体 系 化 が進 み,こ れ が学

界 で も普 及 す る こと に よ って,大 勢 は決 した といえ る。

また,家 族 の内部 構 造 分 析 が盛 ん に な って い く動 向 に は,米 国 の ブ ラ ッ ド

(R.0,Blood)ら の研究,そ して と りわ け パ ー ソ ンズ(T。Parsons)に 代 表

され る構 造 機能 主義 が大 きな影 響 を も った。 さ きの核 家族 論 も,当 時 の米 国 な

ど先 進 国 の都市 家 族 の分 析 に適 合 的 で あ った し,グ ー ド(W.J.Goode)の 視

野 の広 い国 際研 究 にお いて も,産 業化 と夫 婦 家 族(核 家族)の 親 和 性 が指 摘 さ

れ るな ど,少 な くと も 日本 の家 族 の変 動 を見 通 そ う とす る研 究 に と って,核 家

族 説 が有 力 で あ ろ う とい う コ ンセ ンスが で きて い った と思 わ れ る。 この方 向 で

の代 表 的 な成果 は,同 じ く小 山 の率 い る家 族 問題 研 究 会 の メ ンバ ーの共 同調 査

に基 づ く 「現代 家 族 の役 割構 造 』(小 山,1967)で あ ろ う。

1965年 に東 京 で 開催 され た第9回 世 界 家族 セ ミナー は,本 格 的 な国際 交流 の

時代 に入 った こ とを示 した。 ヒル(R.Hi11)を 始 あ,世 界 の代 表 的 学 者 た ち

が一堂 に会 し,国 際 的 な家 族 社会 学 の研 究 の動 向 と水 準 を披 露 す る場 とな った

こ とは,日 本 の研 究者 た ち に と って も大 きな刺 激 とな った。 この成 果 を受 け継

ぐべ く,1968年 に は家族 社 会 学 の専 門 研 究 者 に よ る密 度 の高 い交流 と研 鑛 の場

と して 「家 族 社 会 学 セ ミナ ー」 が 開催 され,以 後,今 回 の学 会 化 に いた る まで

の四 半世 紀 に わ た って継 続 され る こ とに な るので あ る。

そ して さ らに,こ の 時期 に 『家族 社 会 学 』 と銘 打 った教 科 書 が 作 られ た こ と

も,大 学 にお け る講 義 の普 及 と と もに,独 自の学 問 領域 と して の家 族社 会 学 の

成 立 を告 げ る もの といえ よ う(菊 池,1961,大 橋 ・増 田,1966,森 岡,1967)。

要 す るに この 時期 に い た って,個 別 の対 象(家 で は な く家 族)を 持 ち,独 自
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の研究 枠 組 み と方 法(近 代 家族 の集 団論 的 パ ラ ダイ ム)に っ いて の幅広 い合意

が形成 され た こ とを もって,日 本 にお け る家 族 社会 学 が確 立 され た といえ るで

あ ろ う。

しか し,こ れ は反 面 にお いて あ る種 の偏 りを持 った もの で あ った。 戦前 か ら

の多 くの実 績 を持 つ,家 と同族 団 に関 連 した研 究 は この 時期 も成 果 を 出 し続 け

て い た(大 山,1960,中 野,1964,有 賀,1966,及 川,1967,竹 内,1969)。

しか し,核 家 族 論 と構 造 機 能 主 義 を基 調 とす る家 族 社 会学 の体 系 化 の流 れ は,

こ う した研 究 の成 果 を十 分 に吸 収 し,継 承 す る まで に は な らな か った こ とは否

め な い(注7)。

5.定 着 ・発展期(1970年 代)

前 の期 に 「確立」 された家族社会学 によ る研究成果が続々 と発表 され る。 関

東 と関西 の2っ の研究 グル ープが 「しっけ」 をめ ぐる親子関係 の実証的研究 を

相次 いでまとめた(小 山,1973,姫 岡 ほか,1974)。 また,フ ロイ ドの精 神 力

動論 とパ ー ソンズの構造機能主義 を基礎 において独 自の理論的考察 を積 み重 ね

た山根常男の 「家族 の論理』(1972)も,家 族社会学確立 期 の貴 重 な成 果 の一

つであ る。

そ う した中で も,森 岡の ライ フワークである 『家族周期論』(1973)は,内

外 の既存研究 の検討消化,優 れたアイデ ィアを含 む理論的考察,そ れ に基づ く

実証的研究 がそろ った点 で,戸 田の 『家族構成」以来 の 日本の家族社会学の成

果 と言 って過言で ない。外部 か らの影響 か ら相対的 に独立 して,家 族独 自に時

間的な規則性が捉え られ るとい う着眼 は,個 別科学 として追究 すべ き対象の独

自性 を保証 す るもので あるともいえ,こ の家族周期 アプローチ は,そ の後の家

族研究の基本的財産 目録 に組 み入 れ られた。 そ してまた,他 の学問領域や家族

に関わ る実践領域 にお いて も様 々な形 で取 り入 れ られ た点 で も,こ れ は家族社

会学の有効性 をア ピール した(注8)。さ らに,こ の期の最 後 に刊 行 され た上子 武

次 『家族役割 の研究』(1979)も,家 族 の集団論 的研究 の中核 的分 析概 念 で あ

る役割 にっ いて,精 力 的に理論 的実証的研究 を重ね た労作 であ る。

家族社会学 セ ミナーの成果がつ ぎっ ぎに刊行 され,家 族社会学 の水準 とその



&7

動 向 を示 す こ とに な った の も特 筆 すべ き ことで あ ろ う。 タイ トル を並 べ て み る

と,『 現 代家 族 の社 会学 一 成 果 と課題 』(山 室 ・姫 岡,1970),『 家 族 変動 の社 会

学』(青 井 ・増 田,1973),『 家 と現代 家 族』(森 岡 ・山根,1976),『 家族 病 理 の

社 会学 』(那 須 ・上 子,1980),『 家族 と地 域社 会」(篠 原 ・土 田,1981),『 現 代

の性 と性 役 割』(湯沢 ・阪 井,1982),「 現 代 家 族 の福 祉 』(望 月 ・本 村,1986)

とい うよ うに,家 族 社 会 学 の テ ーマが拡 が りを も って,次 の期 へ か けて展 開 さ

れ て い った様 子 が わ か る。75年 には,家 族 問 題 研 究 会 か ら 『家 族研 究 年 報』 が

発刊 され て,と りわ け若手 の研 究 者 の登 竜 門 と して の役 割 を果 た して い くこと

にな った。

ま た この期 の社 会 状 況 と して は,60年 代 の後半 か ら経 済 成長 にか げ りが 出 る

と と もに,急 激 な社 会変 動 の結 果 と も言 うべ き各 種 の社 会 問題 や社 会 病理 的現

象 が家族 を め ぐって現 れ て くる。 少 年 非行,「 鍵 っ子」,ベ ビー ・ホテル,家 出 ・

蒸 発,子 捨 て ・子 殺 し,離 婚,単 親 家 庭等 々が,マ ス コ ミを通 して次 々 と問題

に され た。 この うち構 造 的 に も っと も大 きな問題 は,老 人 問題 と夫 婦 共働 きの

問題 で あ る。 と くに前 者 は,こ の問題 に早 くか ら取 り組 ん だ那 須 宗 一 や湯 沢 雍

彦 を は じめ と して多 くの研 究 が な され た(那 須,1962,那 須 ・湯 沢,1970,那

須 ・増 田,1972,上 子 ・増 田,1976,中 鉢,1978)。 ま た,『 家 族 診 断 論 』(本

村,1970)や 『家 庭 事件 の社 会 学』(湯 沢,1969)な ど の力 作 も刊 行 され,さ

らに家族 病 理 学 が名 乗 りを上 げ るな ど(光 川,1973,那 須 ほか,1978-81),

問題 家族 へ の接 近 も盛 ん にな った こと は,こ の時期 の大 きな特 色 で あ る。

伝 統 的 な家 族 研 究 にっ いて は,こ の時 期 に い た って 同族 研 究 は影 を ひ そ め,

む しろ,「 家 」 とは違 った伝 統 的家 族 の形 態 に焦 点 を当 て た 研 究 が少 な か らず

発 表 され た こと は注 目す べ き傾 向 であ る(内 藤,1971,1973,1979,姫 岡 ほか,

1973,前 田,1976)。 「そ の中 にあ って喜 多 野 が,戸 田 の家 族 理 論 を展開 させ て

同族 と親 類 を位 置 づ け,従 来 研 究 が立 ち遅 れ て い た親類 の研究 に重 点 をお いて,

彼 の弟 子 た ち の親 族 研 究 を指導 した こ とは,看 過 しえぬ貢 献 で あ る」(注9)との 指

摘 も見 逃 せ な い(喜 多 野,1976,喜 多野 ・正 岡,1975)。
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6.パ ラダ イ ムの 動揺 期(1980年 代)

1960年 代 に確 立 し,70年 代 に定 着 ・拡 大 した集 団 論 パ ラ ダイ ムが 「安定成長」

へ 向 か う とい う側 面 も確 か に認 め られ るが,む しろ この期 の特 徴 は,「 正統 派 」

と して築 か れて きた パ ラ ダイ ムへ の疑 問 や不 満 が 出 され て,動 揺 す る面 が生 じ

て きた ことで あ る と いえ よ う。

付 録 資料 の文 献 リス トか らも読 み取 れ る よ うな,刊 行 図 書 点数 の一貫 した増

加 傾 向 は 「安 定 成長 」 の側 面 の一 つ の根拠 になる といえ るだ ろう。 また,森 岡 ・

望 月 に よ る 『新 しい家 族社 会 学』(1983)は,教 科 書 と して は異 例 の 売 れ行 き

を示 した が,こ れ は,20年 来 培 われ て きた集 団論 パ ラ ダイ ム に基 づ く家族 社 会

学 の体 系 化 の一 っ の 到達 点 を示 す もの と い え る。 さ らに,70年 代 に登 場 した

「家 族 病 理学 」 が概 して現 象 記 述 的,羅 列 的 な もの に留 ま って い る の を乗 り越

え るべ く,問 題 状況 にあ る家 族 の動 態 を説 明す る理 論 の形 成 を め ざ した,石 原

邦 雄 らの家族 ス トレス論 へ の取 り組 み(石 原,1985)や,イ ンター フ レーム ワー

ク ・アプ ロ ーチ の提 唱 とと もに離婚 ・再 婚 問題 に接 近 を 図 る野 々山久 也 の試 み

(野 々山,1985)は,と もに米 国 で の新 しい研 究成 果 を吸 収 しな が ら,実 証 的

な説 明理 論 の発 展 を 目指 す もの で あ る。 これ らは,基 本 的 に は,シ ステ ム論 の

応用 に よ って枠 組 み の適 用 に柔 軟 性 を もたせ,相 互 作 用 論 ・過程 論 に接 合 す る

方 向 で,集 団論 パ ラ ダイ ム を補 強 し発展 させ る もの とい え よ う。

これ に対 して,「 正統 的」 な集 団論 パ ラダ イ ムに動揺 を与 え て い るの は,次

の諸 点 か らの イ ンパ ク トに よ る と思 われ る。 第1は 女 性 論 ・フ ェ ミニ ズ ムか ら

の批 判,第2は 新 しい社 会 史 ・家 族 史研 究 か らの イ ンパ ク ト,第3は 家 族 政策

へ の要 請 と,こ れ に批 判 的 な マル ク ス主義 的 な ア プ ロー チ とい う両 面 か らの イ

ンパ ク ト,そ して最 後 に ライ フコー ス ・ア プ ロー チの登 場,を あげ る ことがで

きよ う。

第1の 動 向 は70年 代 の後 半 か ら顕 著 に な って きた。 家 族 社 会 学 セ ミナ ーの参

加 者 自体,女 性 の方 が多 数 派 にな る とい う状 況 の変化 もあい ま って,民 主 的 と

い わ れ る近 代 家 族 は,性 別 分 業 の 固定 に よ って性(ジ ェ ンダー)に よ る差 別 ・

支 配 の構造 に な って い るの だ とい う認 識 が鋭 く提 出 され る よ う に な る(目 黒,

1980,湯 沢 ・阪 井,1982)。 そ れ は女 性 の権 利 主 張 と い う こ と に と ど ま らず,
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社会的弱者,マ イ ノ リテ ィの復権,逸 脱 ・病理 の レッテルか らの解放 と許容 と

い う形で,従 来 の家族社会学 の 「常識」や前提 を問 い直す ことを要請 している。

第2の イ ンパ ク トは,ア ナール派 の社会史 の影響の もとに近代の問い直 し,従 っ

て また近代家族 の歴史 的相対化 を図 る動 きであ る(落 合,1989)。 庶民 生活 の

中での家族 の実態 と家族 に関す る観念 およびそれ らの変化 を明 らか にす る努力

が,同 時 に研究者 の背後仮説 としての家族 の観念 を も問 い直す ことに結 びっ い

てい く。 これ は,近 代家族論 ・集 団論パ ラダイ ムが発展 整備 されて い く中で切

り離 して きた感 のあ る,家 や同族 あ るいはそれ と異質 と見 られた伝統家族 の形

態 などの研究 を,比 較文化 的な要素 も含あ た新 しい視点 で見直す方 向 に もっ な

が る。1980年 に創刊 された研究誌 『家族史研究』 を きっか けに比較家族史学会

が形成 されて い く動 き も,こ れ に対応す る もの といえ よ う。第3の 点 は,人 口

の高齢化 を基礎的 な背景 と して,さ らに女性 の状況の変化 との絡 ま りで,社 会

政策 的 に家族 の見直 しと重視が求 め られ る動 向にかかわ ってい る。70年 代 に提

唱 された 「ライ フサ イクル計画」 に始 ま り,80年 代 で は,「 家 庭基 盤 の充 実」

「日本型福祉社会」等 々の形 で政策課題 が立て られ,そ の基 盤 と して家族 が常

に位 置づ けられるよ うにな った。 これに対 して,マ ルクス主義的 な観点 に立っ

家族研究 が,こ う した政策動向 に対 して批判 的見解 を提出 しつつ,他 方 で,外

部 の社会経済構造,政 治構造 との関連 を抜 きに した研究 に陥 りが ちな集 団論パ

ラダイムへの批判 を展 開す る形で,こ の期 に多 くの成果が発表 される(布 施 ・

玉水,1982,鎌 田 ・鎌 田,1983,布 施,1984,飯 田,1985,1986)。

最後 の ライフコー ス論 は,家 族周期論 の限界を突破 す るもの と して導入 され

た。 つま り,集 団(シ ステム)の キ ャリアを捉え る枠組 み としての家族周期論

か ら,個 人の キ ャ リアの束 として家族 を捉 え ることによって,日 本 の現状 にお

ける老年期の多様 な家族関係,周 期論 で は逸脱 ケースと して除外 されて しま う

離婚 ・再婚 あ るいは単親家族形態 などが,共 通 の枠組 みの中で把握可能 になる。

さらにライ フコースの視点 は別 の地平 を切 り開 く。重要な他者 たちとの,あ る

いは諸制度 との関わ り合いの歴史 と して,個 人 の生涯的生活 展 開(生 涯 発 達)

の過程を捉 え ることによって,そ れぞれ多重役割 を持 った複数 の個人 が人生 の

一定期間を共有す る場 と して家族 が捉 え直 され る。「相互 作用 す る複数 のパ ー
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ソナ リテ ィの統 合 体 」 とい うバ ー ジェ ス(E.Burgess)の 有 名 な 家 族 定 義 が,

時 間幅 を持 った射 程 の中 で捉 え返 され るので あ る。 他 方 さ らに,コ ーホ ー トの

概 念 を使 用 す る こ と によ って,人 々の ライ フコ ー スを歴 史 の文 脈 に組 み入 れ る

ことが可能 にな り,社 会変 動 の媒 介者 と して の家 族 とい う側面 を捉 え る道 が 開

か れ るので あ る。 この ライ フ コー ス論 は,従 来 の集 団論 パ ラ ダイ ムを彫 琢 して

きた中心 人物 で あ る森 岡 が旗 を振 って い る点 で も興 味深 い(森 岡 ・青井,1985,

森 岡 ・青 井,1987)。

この10年 は,社 会 的 に も家 族 が見 直 され た時 期 で あ って,ジ ャーナ リズム に

お いて も 「家族 の時 代 」 と言 わ れ るほ ど に取 り上 げ られ,ま た研究 上 で も家 族

の捉 え方 自体 が 改 め て 問 わ れ た時代 で あ った。 さ らに,学 問 状 況 と して重 要 な

こ とは,家 族 を取 り上 げ る隣接 の学 問 領域 で,家 族 心 理学,家 族 療 法,「 家 族

と法」,比 較 家 族 史 等 々,っ ぎっ ぎ と専 門 学 会 が 成 立 した こ とで あ る。 今 回,

家 族社 会 学 セ ミナ ーが家 族 社 会学 会 に再 組織 化 され た の も,こ う した社会 的 な

家 族 の捉 え直 しの機 運 の な か に あ って,家 族 研 究 と して は老 舗 に属 す る社 会学

にお いて も,視 点 と方 法 の立 て直 しが求 め られ て い る状 況 を反 映 して い る もの

といえ よ う。 学 会 設 立 を見 越 した形 で,専 門雑 誌 『家 族 社会 学 研 究』 も1989年

か ら刊行 され て い る。

7.総 括 と展望

以 上見 て きた 日本 にお け る社 会学 的 な家族 研 究 の流 れ は,次 の よ うに ま とめ

る ことが で き るだ ろ う。

戦前 段 階 は,家 族 の制 度 的 ・規範 的 な側面 か らの ア プ ローチ と集 団論 的 ア プ

ロー チが並 立 して い たが,ど ち らか といえ ば制 度 ア プ ロ ーチ の方 が優 勢 で あ っ

た。 戸 田 は集 団論 ア プ ロー チ の先 駆 的 業 績 を残 したが,実 証 研 究 と して はデ モ

グ ラフ ィ ックな世 帯 の構 成 分 析 に と どま った。 こ う した制 度 論 の優位,集 団論

の限界 とい う現 わ れ方 は,研 究 対 象 とな る家 族 と社 会,お よび研 究体 制 の側 の

双 方 が,歴 史 的社 会 的状 況 に よ って規 定 され て い た結 果 で あ る。

第2次 大 戦後 の時 期 も,2っ の ア プ ローチ の並立 が続 くが,革 命 的 な制 度 ・

理 念 の変 革 の もと に,日 本版 の 「制 度 か ら友 愛 へ」(E.Burgess)の 方 向 が 示
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され,ま た,社 会学全体 と して も米国の影響が強まるなかで,集 団論的アプロー

チの方 が優勢 にな って い く。 しか しまだ近代家族(夫 婦家族制)の 実体 が伴 わ

ず,理 念的 な把握 にとどま って いた面のあ った ことも否定 で きない。

60年 代 にいた り,集 団論的 なパ ラダイムによって 日本 の家族社会学 が確立 さ

れたのであ る。 その中核 は,核 家族論,地 位役割分析 を主 とする構造機能主義,

そ して家族周期論であ った。70年 代 は,こ の集団論パ ラダイムの定着 ・拡大 の

時期であ った。研究量 の増大 とともに,対 象 も拡大 した。 問題家族への接近 が

試 み られ るようにな る一方 で,社 会状況 と して,家 族問題が顕在化 して くる動

向に見合 って,と りわ け高齢化問題,女 性 の賃労働化(共 働 き)が 大 きな テー

マ となる。

そ して80年 代 は,さ らに進行 した社会状況 の変化 と 「個人化 と多様化」 と言

われ るよ うな家族 の変化 の中で,「 正統派」 と して確立 され た集 団論 パ ラ ダイ

ムが動揺 し,新 しいパ ラダイムが模索 され ている時期 と位置づ け られよ う。

現在 日本 の家族社会学者 たちの間では,次 のよ うな点 である程度 の コ ンセ ン

サ スが成立 してい るといえ る。す なわち,性 別役割 の固定性 にっいての注意 深

い見直 し,ラ イフスタイル としての家族生活 の形態 の多様性 の許容,家 族 内部

にお ける個人 の自立化 と行動主体性 の重視,個 人 の生涯 的な生活展開(生 涯発

達)の 上 で家族関係 が持 っ意義(機 能)の 再確認,歴 史的社会 的文脈の中での

個人 と家族 の関係様式 の捉 え直 し,な どで ある。 そ してそ こで は,関 係論 的パ

ラダイム(注10)が求 あ られて いるとともに,新 しい意 味で の制 度論,す なわ ち家

族 と家族以 外の システムの間の動態的関連 を捉え る枠組 みや,政 策論,社 会意

識論,比 較文化論 を含 む家族変動論が模索 されて いるといえよ う(注11)。
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注

(1)こ れまでになされた研究動向の リビ3の 主な ものは以下 のとお り。

森岡清美 「戦後 における家族研究の動向」国際基督教大学 「社 会科学 ジャーナル』

1,1960

上子武次 「戦後 日本 の家族研究」大阪市立大学 『人文研究』13(9),1962

森岡清美 「研究動向一家族」『社会学評論』15(1),1964

森岡清美 「家族社会学の現代的課題」『社会学評論』25(2),1974

上子武次 「家族社会学の二っの課題」「社会学評論』25(4),1974

湯沢雍彦 「家族問題 の戦後史」『ジュ リス ト特集6』 有斐閣,1976

湯沢雍彦 「戦後 日本家族の動向」福島正夫編 「家族一政策 と法』第3巻,東 大 出版

会,1977

布施晶子 「家族」「現代社会学(季 刊労働法別冊6号)』 総合労働研究所1980

森岡清美 「日本 における家族社会学の発達」『成城文芸』96,1981

飯田哲也 『家族社会学の基本問題』 ミネルヴァ書房,1985

布施晶子 「家族研究 の軌跡 と課題」「社会学評論』38(2),1987

望月 嵩 「概説(日 本の社会学 現代家族)」 望月嵩 ほか編 「リーディングス日本の

社会学4・ 現代家族』 東大出版会,1987

(2)例 えば森岡(1981)は,戦 前期をさ らに1926年 以前 と以後に区分 して,前 者を家族

社会学成立の前史 と している。他方戦後 にっいては1965年 を境 に大 きく2期 に区分 し

ている。本稿の戦後 についての時期区分 は,布 施(1987)に 対応 している。

(3)後 の60年 代 における家族社会学の確立の際に森岡清美が果た した役割が これに関わ

る。

(4)研 究 のタイプ分 けにっ いては,塩 原勉の議論を踏 まえて,家 族研究 の次元(水 準)

を分 けた正岡の整理が参考 になる。彼 は,「歴史的(体 制)変 動論」「制度論」 「集 団

論」「役割論」「状況規定論」の5つ を立てている。(正 岡寛司 「現代家族へのアプロー

チ」正岡寛司・望月嵩編 『現代家族論』有斐閣,1988)

(5)今 日,ア ジアの各民族間の家族の比較研究が盛んにな って くる動向 はまことに喜ば

しい。 これ らの先駆的業績 は,参 照すべ き有益な遺産 となっている。ただ し,こ れ ら

の研究 は,研 究者 たちの意識 や,研 究の具体的内容 とは別に,当 時の日本 の帝国主義

的な海外進出の反映であった とい う時代背景 もあわせて考える必要がある。

(6)「 核家族論争」 に関連する文献と して以下 のものがある。

山室周平 「核家族論 と日本 の家族」「ケース研究』77・78合 併号,1963

山室周平 「核家族論批判 の立場」「社会学評論』57,1964

山室周平 「核家族論批判 に対する疑問に答えて」「社会学評論』63,1966

森岡清美 「核家族論 の有用性」「ケース研究』81,1964

老川 寛 「核家族論批判の検討」「社会学評論』59,1965

老川 寛 「核家族論批判の根本的問題」『東洋大学大学院紀要』2,1965
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(7)家 族 社会 学 セ ミナー もこの課題 に取 り組 ん だが,十 分 に成功 した とはいえ な い(森

岡 ・山根,1976)

(8)森 岡 自身 は,社 会保 障研 究所 を舞台 に,中 鉢 正美 らとの学 際的 な実証研 究 を精力 的

に展 開 した(中 鉢,1970,1971,1975,1978)。 また,彼 の影響 下 に あ る研 究 者 た ち

と共 同で,実 証 研究 の論文 集 も刊 行 され た(森 岡,1978)。

(9)森 岡清美 「日本 にお け る家族社 会学 の発達」 『成城 文芸』1981,7ペ ー ジ

⑩ さ きの注4で 触 れ た正 岡 の区分で は 「状況 規定論 」 と 「役 割論」 に またが る。なお,

「役割 論」 の うち,構 造 機能主 義 的 な もの は,集 団論 パ ラダイ ムの方 に入 るか ら,筆

者 は 「役 割論 」 と して 区分 を 自立 させ る立場 は取 らな い。

⑪ 落合恵 美子 は,求 あ られ る新 しいパ ラダイムを解釈 学 的パ ラダイ ム と位 置づ けて い

る(落 合,1989)。

[付記]本 稿 は1991年10月 に北京でお こなわれた 「日中家族比較検討会」に提出 した論

文 「日本 における家族社会学の動向」に若干手を加えたものである。発表の機会を与

えて頂 いた森岡清美(成 城大学)楊 椎彬(中 国社会科学院)両 先生並 びに貴重な コメ

ン トを頂いた参加者各位に感謝の意 を発表 します。
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付録資料

日本 の社 会学 的家族研 究文 献 リス ト(1926-1989)

単行書のみ

年次 著書(編 者)書 名 出版社

6

4

7

0

2

2

3

4

2

3

3

4

4

4

4

4

戸田貞三 「家族の研究』 弘文堂

戸田貞三 『家族 と婚姻』 中文館

戸田貞三 「家族構成』 弘文堂(70,新 泉社)

鈴木栄太郎 「日本農村社会学原理』 日本評論社

岡田謙 「未開社会における家族』 弘文堂

清水盛光 「支那家族の構造』 岩波書店

有賀喜左衛門 『日本家族制度と小作制度』 河出書房

牧野巽 「支那家族研究』 生活社

46福 武直 「中国農村社会 の研究』 大雅堂

46柳 田国男 「家閑談』 鎌倉書房

48田 辺壽利(編)『 家族(社 会学体系1)』 国立書院

48有 賀喜左衛門 『日本婚姻史』 日光書院

49牧 野巽 「近世中国宗族研究』 日光書院

50川 島武宜 「日本社会の家族的構成』 日本評論社

52仁 井 田陞 「中国の農村家族』 東大出版会

53清 水盛光 「家族』 岩波書店

53高 群逸枝 「招婿婚 の研究』 講談社

55北 村達 「近代家族』 大明堂

55戸 田貞三 ・福武直 『家族 ・結婚』 松尾書店

55-56磯 村英一 ・川島武宜 ・小山隆(編)『 現代家族講座』 全7巻 河出書房

57川 島武宜 「イデオロギーとしての家族制度』 岩波書店

57福 武直 ・日高六郎 ・高橋徹(編)『 家族 ・村落 ・都市(講 座社会学4巻)』 東大

出版会

59菊 池綾子 『家族研究』 新曜社

59喜 多野清一 ・岡 田謙(編)「 家一その構造分析』 創文社

60大 山彦一 『南西諸島の家族制度 の研究一種子島マキと奄美大島与論島バ ラの社会

学的探求』 関書院

60小 山隆(編)『 現代家族の研究一実態 と調整』 弘文堂

61菊 池綾子 『家族社会学』 表現社

61田 村健二 『あなたは誰 と結婚 しているか一夫婦関係 の ダイナ ミックスー』 雪華
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社

62笠 原正成 『老人社会学』 駿河台出版社

62那 須宗一 「老人世代論一老人福祉の理論 と現状分析』 芦書房

62森 岡清美 「新宗教団 と 「家」制度』 創文社

64中 野卓 『商家同族団の研究一暖簾をめ ぐる家研究』 未来社

64松 原治郎 「現代 の家族一新 しい家族への条件』 日本経済新聞社

65山 手茂 ・山手秀子 『現代 日本の家族 と家庭』 高文堂出版社

66有 地亨 『家族制度研究序説一 フランスの家族観念 とその史的展開』 法律文化社

66有 賀喜左衛門 『日本 の家族』 至文堂

66-71有 賀喜左衛門 『有賀喜左衛門著作集』 全11巻 未来社

66伊 藤冨美 「家族学』 福村出版

66菊 池綾子 「家族関係の社会学一生活(編)』 世界書院

66阪 井敏郎 『家族社会学』 法律文化社

66大 橋薫 ・増田光吉(編)『 家族社会学』 川島書店

66関 清秀 「都市 の家族』 誠信書房

66大 道安次郎 「老人社会学 の展開』 ミネルヴァ書房

66日 本教育社会学会(編)『 現代社会 と家族』 東洋館出版社

67及 川宏 『同族組織 と村落生活』 未来社

67福 島正夫 『日本資本主義 と 「家」制度』 東大出版会

67森 岡清美(編)「 家族社会学』 有斐閣

67小 山隆(編)「 現代家族 の役割構造一夫婦 ・親子 の期待 と現実』 培風館

68菊 池綾子 『家族関係の社会学一教育編』 世界書院

68湯 沢雍彦 『家庭事件の法社会学』 岩波書店

69小 山隆 ・一番ケ瀬康子(編)『 家族 と社会(現 代婦人問題講座4巻)』 亜紀書房

69阪 井敏郎 『愛の社会学一家族の中の親子関係』 法律文化社

69竹 内利美 『家族慣行 と家制度』 恒星社厚生閣

69増 田光吉 『アメ リカの家族 日本の家族』 日本放送 出版協会

69松 原治郎 『核家族時代』 日本放送出版協会

69湯 沢雍彦 『家族関係学』 光生館

0

0

0

0

0

0

0

7
1

7
覆

7
-

7

7
.

7

7

一番 ケ瀬康子 ・小山隆(編)『 家族 と社会』 高文堂

田村健二 ・岡村益(編)『 現代家族関係学』 高文堂

中鉢正美(編)『 家族周期 と児童養育費』 至誠堂

坪内良博 ・坪 内玲子 『離婚一比較社会学的研究』 創文社

中根千枝 「家族の構造一社会人類学的分析』 東京大学出版会

那須宗一 ・湯沢雍彦(編)『 老人扶養の研究』 垣内出版

本村汎 『家族診断論』 誠信書房
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70-72鈴 木栄太郎 『鈴木栄太郎著作集』 全5巻 未来社

70山 室周平 ・姫岡勤(編)『 現代家族の社会学一成果 と課題』 培風館

71中 鉢正美(編)『 家族周期 と家計構造』 至誠堂

71内 藤莞爾 「西南九州 の末子相続』 塙書房

71姫 岡勤 ・上子武次(編)『 家族一 その理論 と実態』 川島書店

71松 原治郎 ・高橋均 ・細川幹夫 『家族生活の社会学』 学文社

71山 村賢明 「日本人 と母』 東洋館出版

72山 根常男 「家族 の論理』 垣内出版

72戸 谷修 「家族の構造 と機能』 風媒社

72那 須宗一 ・増田光吉(編)「 老人 と家族 の社会学(日 本の老人第3巻)』 垣 内出

版

72森 岡清美(編)『 家族社会学(社 会学講座3巻)」 東大出版会

72山 手茂 「現代 日本の家族問題』 亜紀書房

72湯 沢雍彦(編)『 社会学セ ミナー3,家 族 ・福祉 ・教育』 有斐閣

73青 井和夫 ・増田光吉(編)『 家族変動の社会学』 培風館

73川 本彰 「近代 日本文学 における 「家」の構造一その社会学的考察』 社会思想社

73小 山隆(編)『 現代家族の親子関係一 しつけの社会学的分析』 培風館

73阪 井敏郎 「親 と子の人間学』 法律文化社

73内 藤莞爾 「末子相続の研究』 弘文堂

73姫 岡勤 ・土 田英雄 ・長谷川昭彦(編)『 む らの家族』 ミネルヴァ書房

73光 川晴之 『家族病理学』 ミネルヴァ書房

73村 武精一 「家族の社会人類学』 弘文堂

73望 月嵩 ・布施晶子 ・山手茂 ・佐藤(牧 野)カ ッ子 「家族関係 と家族福祉』 高文

堂

73森 岡清美 「家族周期論』 培風館

73湯 沢雍彦 『図説家族問題』 日本放送 出版協会

74青 井和夫 『家族 とは何か』 講談社

74-76青 山道夫 ・竹田旦 ・有地亨 ・江守五夫 ・松原治郎(編)『 講座家族』 全

8巻 弘文堂

74姫 岡勤 ・上子武次 ・増 田光吉(編)『 現代の しつけと親子関係一社会階層 ・生活

意識 による調査 と分析一』 川島書店

74森 岡清美(編)「 新 ・家族関係学」 中教出版

74湯 沢雍彦 ・増田光吉 ・米山俊直 「家族 と社会』 日本放送 出版協会

74家 族問題研究会(編)「 現代 日本の家族一動態 ・問題 ・調整一」 培風館

75喜 多野清一 ・正岡寛司(編)『 「家」 と親族組織』 早稲田大学出版部

75阪 井敏郎 『改訂家族社会学』 法律文化社

75中 鉢正美(編)「 高齢化社会の家族周期』 至誠堂
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76飯 田哲也 『家族 の社会学」 ミネルヴァ書房

76大 橋薫 ・増田光吉(編)『 改訂家族社会学』 川島書店

76上 子武次 ・増田光吉(編)「 三世代家族一世代間関係の実証的研究』 垣 内出版

75喜 多野清一 『家 と同族 の基礎理論』 早稲田大学出版部

76前 田卓 『姉家督一男女 の別を問わぬ初生子相続』 関西大学 出版広報部

76森 岡清美 ・山根常男(編)「 家 と現代家族』 培風館

76国 民生活セ ンター(編)「 都市家族の生活歴一社会変 動 と ライ フサイ クル』 ド

メス出版

77有 地亨 「近代 日本の家族観一明治篇』 弘文堂

77森 岡清美(編)『 現代家族 のライフサイクル』 培風館

77山 根常男 ・森岡清美ほか(編)『 テキス トブック社会学(2)・ 家族』 有斐閣

77阪 井敏郎 「増補家族社会学」 法律文化社

77坪 内良博 ・前 田成文 「核家族再考』 弘文堂

77野 々山久也 『現代家族の論理』 日本評論社

78中 鉢正美(編)『 家族周期 と世代間扶養」 至誠堂

78-81那 須宗一 ・大橋薫 ・四方寿雄 ・光川晴之(編)「 家族病理学講 座』 全4

巻 誠信書房

78光 信隆夫(編)『 家族関係の社会科学』 垣内出版

79上 子武次 『家族役割の研究』 ミネルヴァ書房

79阪 井敏郎 「明るい子供を育てる社会学』 法律文化社

79内 藤莞爾 『キ リス ト教系家族一末子相続 と隠居分家』 弘文堂

79光 吉利之 ・土田英雄 ・宮城宏 『家族社会学入門』 有斐閣
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青井和夫 ・庄司興吉(編)『 家族 と地域 の社会学』 東大出版会

小山隆 『軌跡50年 』 御茶の水書房

那須宗一 ・上子武次(編)『 家族病理 の社会学』 培風館

目黒依子 『女役割一性支配 の分析』 垣内出版

望月嵩 ・本村汎(編)『 現代家族の危機』 有斐閣

上子武次 ・増 田光吉(編)「 日本人 の家族関係』 有斐閣

山路勝彦 『家族の社会学』 世界思想社

大塩俊介 『親子関係 における価値 ・規範意識の変動 に関す る研究』 悔文社

篠原武夫 ・土田英雄(編)「 地域社会 と家族」 培風館

正岡寛 司 『家族一その社会史 と将来』 学文社

湯沢雍彦(編)「 家族問題 の社会学』 サイエンス社

布施晶子 ・玉水俊哲(編)『 現代の家族』 青木書店

布施哲治(編)「 地域産業変動 と階級 ・階層』 御茶の水書房

湯沢雍彦 ・阪井敏郎(編)『 現代の性差 と性役割一性別 と家族 の社会学』 培風
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館

大橋薫 『家族病理 の社会学』 垣内出版

喜多野清一古稀記念論文集編集委員会(編)『 村落構造 と親族組織』 未来社

喜多野清一(編)『 家族 ・親族 ・村落』 早稲 田大学出版部

熊谷文枝 『アメ リカの家庭内暴力』 サイエ ンス社

姫岡勤 『家族社会学論集』 ミネルヴァ書房

松原治郎 『家族の危機』 日本経済新聞社

森岡清美 ・望月嵩 『新 しい家族社会学』 培風館

鎌田とし子 ・鎌田哲宏 『社会階層 と現代家族一重化学工業都市 における労働者階

級の状態』 御茶の水書房

山村賢明 『日本の親 ・日本の家庭』 金子書房

総合研究開発機構(編)「 現代アメ リカの家族』 出光書店

布施晶子 『新 しい家族の創造一 「母親」 と 「労働者」のはざまで』 青木書店

生命保険文化 セ ンター(編)・ 山根常男監修 「揺 れ動 く現 代家族」 日本放送 出

版協会

森岡清美 『家の変貌 と先祖の祭』 日本基督教団 出版局

石原邦雄(編)『 家族生活 とス トレス(講 座 生活 ス トレスを考 え る ・3)』 垣

内出版

野々山久也 「離婚 の社会学一 アメ リカ家族 の研究を軸 として』 日本評論社

森岡清美 ・青井和夫(編)『 ライフコースと世代』 垣内出版

飯 田哲也 『家族社会学の基本問題』 ミネルヴァ書房

袖井孝子 「家族 ・第3の 転換点』 亜紀書房

飯 田哲也(編)『 都市化 と家族の社会学』 ミネル ヴァ書房

清水浩昭 「人工 と家族の社会学』 犀書房

鳥越皓之 「家 と村の社会学』 世界思想社

二階堂ひさ子 「変動す る家族 と生活』 勤草書房

光吉利之 ・松本晴通 ・正岡寛司(編)「 伝統家族(リ ーディングス ・日本の社会

学3)』 東大出版会

望月嵩 ・本村汎(編)「 現代家族の福祉』 培風館

山根常男 「家族 と人格一家族 の力動理論をめざして』 家政教育社

布施晶子 ・清水民子 ・橋本宏子(編)「 双書 ・現代家族 の危機 と再生』 全3冊

青木書店

榎本和子 「現代家族 と生活問題』 玄文社

家族問題研究会(編)「 家族学説史の研究一山室周平著作集』 垣内出版

桜井厚 ・桜井陽子 『幻想す る家族』 弘文堂

四方寿雄(編)『 危機に立っ家族』 ミネルヴァ書房

清水昭俊 「家 ・身体 ・社会』 弘文堂
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高橋重宏 『母子心中の実態 と家族関係の健康化一保健福祉学的アプ ローチに よる

研究』 川島書店

長谷川昭彦 『農村の家族 と地域社会一 その理論 と課題』 御茶の水書房

原ひろ子(編)『 母親の就業 と家庭生活の変動一新 しい父母像創造 のための総合

的調査研究』 弘文堂

目黒依子 『個人化する家族』 勤草書房

望月嵩 ・目黒依子 ・石原邦雄(編)『 現代家族(リ ーディングス日本の社会学4)』

東大出版会

森岡清美 ・青井和夫(編)『 現代 日本人の ライフコース』 日本学術振興会

森岡清美 ・望月嵩 『新 しい家族社会学(改 訂版)』 培風館

森岡清美 ・望月嵩 「家族関係一現代家族生活 の社会学一』 放送大学教育振興会

山根常男監修 本村汎 ・高橋重宏(編)『 家族の福祉 と未来一現代家族 と社 会福

祉への提言』 全国社会福祉協議会

湯沢雍彦 『新 しい家族学』 光生館

湯沢雍彦 『図説 ・現代 日本の家族問題』 日本放送 出版協会

井上忠司 『「家庭」 という風景一社会心理史 ノー ト』 日本放送出版協会

金井淑子(編)『 家族』 新曜社

小山隆著 ・家族問題研究会(編)「 山間聚落の大家族』 川島書店

田村健二 ・田村満喜枝 『離婚の人間学一 ケース ・ス タデ ィ』 システム ・フ ァイ

ブ

正岡寛司 ・望月嵩(編)『 現代家族論一社会学か らのアプローチ』 有斐閣

三谷鉄夫 『現代都市家族論』 都市家族研究会

湯沢雍彦 『家族機能 と離婚(家 族問題の社会学 ・1)』 安田生命社会福祉事業団

米田佐代子(編)『 巨大都市東京 と家族』 有信堂

有地亨(編)『 現代家族の機能障害 とその対策一少年非行 ・老人問題 の実態 調査

と分析」 ミネルヴァ書房

落合恵美子 『近代家族 とフェ ミニズム』 勤草書房

田村健二 「家族一社会の鎖 ・夫婦親子 の鎖』 金子書房

直井道子(編)『 家事の社会学』 サイエ ンス社

前田 卓(編)『 家族社会学 ノー ト』関西大学出版部


